
5 日 8 :30 万倉ふれあいセンター

13 月 9 :30 万倉ふれあいセンター

13 月 18 :30 万倉ふれあいセンター

17 金 万倉小学校・楠中学校

23 木 18 :30 万倉ふれあいセンター

25 土 10 :00 万倉ふれあいセンター

1 土 18 :00

2 日 10 :00 万倉ふれあいセンター

10 月 9 :30 万倉ふれあいセンター

21 金 9 :30 万倉ふれあいセンター

25 火 万倉小学校・楠中学校

　

　 男　　　５１９人（－１） 連　絡　先 万倉ふれあいセンター
　 女　　　５６６人（－１）

 万倉地区の世帯数・人口 発　行　日 令 和 8 年 7 月 1 日

 世帯数　　５７２戸（±０）
発　　　行 万倉地区

 人　口１，０８５人（－２） コミュニティ推進協議会

電　　　話 ６７-０２０１
（令和８年5月末日現在） Ｆ  Ａ  Ｘ ６７-０３１２

万倉クリーン作戦

始業式

リユースフェア

ふれあい運動推進員会定例会

まちづくりサークル

サマーフェスティバル2026 in
楠こもれびの郷

行政・人権相談

楠こもれびの郷

まちづくりサークル

終業式

健康福祉部定例会

人権学習会

（2）世に輝いた人達
②柏村氏

蛤御門の変が突発した江戸末期、万倉には、柏村家が椋並と白椎ノ木に２軒あった。ここでは、柏村氏（椋並）、

柏村氏（白椎ノ木）としてものがたる。いずれも、国司氏とは濃密な関わりがあった。

ア 柏村氏（椋並）

椋並の柏村家は、椋並の西の山手にあった。山合いに、伊佐地への近道がある。伊佐地の国司家とは極めて近い。

早くから国司氏の家老職等国司氏の要職を勤めた。師弟の教育にも熱心で、柏村長右衛門は門弟30余人を集めて教

育訓育したとの記録もある（天保年間・1830年代）。明治時代では、基著（６代戸長）・敏一（２代村長・県会議

員）を輩出した。戸長は明治時代初期の村長に相当する。柏村氏（椋並）の系譜を簡単に示す。

系譜の点線内について説明する。棚井生まれの野村謙助は、25才のときに妻フクと共に、柏村家に入籍する（明

治34年７月）。万倉での生活実態はない。長男中也が生まれ、出生届を万倉村役場に届ける。後、フクの親戚筋に

当たる中原医院に改めて入籍する（大正４年）。次の歌は、文芸を道楽だとする父親に反抗して詠んだものである。

中也は30才で亡くなる。昭和の初めであった。

汚れちまった悲しみに 今日も小雨が 降りかかる

（次回は、柏村氏（白椎ノ木））

主に参考にした資料 ・地元の方々に色々と教えて頂いた。感謝。

・堀山久夫編「国司信濃親相伝」

・楠町の歴史 ・くすのき文化５号

万倉地区だより 第１１４号

題字 本田唯佐氏

行 事 予 定 表
７月

【 池坊華道教室 】

８月

第４２話

万倉ふるさと愛好会 須子正実

１１.明治時代と万倉

きれいな花と向き合う、楽しみの時間です。

花材をくるくる回したり、あ～でもない、こ～でもないなどと、試行

錯誤しながら生けていきます。それが規則に沿っていて、しかも花

がいきいきと精気を得たように仕上がると、とてもうれしいです。

（そういうことはめったにありませんが･･･）

そして自分で生けた後、先生に手直していただきます。

すると花がシャキッとなり、作品が引締まります。できあがった作品

を眺めながら、和気あいあいとしたおしゃべりが自然と始まってい

きます。

花のある暮らしは、日常

生活の中に潤いを与えて

くれます。

一緒に花を生けながら心

豊かな時間を過ごしてみ

ませんか。

柏村家屋敷跡（椋並）

柏村氏（椋並）

基著（もとあき） 敏一 与太郎

万倉６代戸長 万倉２代村長

山口県会議員

謙助（野村）

中也（中原）

フク

講師： 羽根 弘子先生 会員：４名

第2・4月曜日 13時30分～14時30分

本欄を長年執筆してこられた須子正実様が令和８年

５月に逝去されました。

謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈り申し上げます。

なお、本連載は故人様が生前に執筆された原稿が

残されておりますので、引き続き掲載いたします。

【編集委員より】

（岩木澄子）


